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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

・水稲収穫後のほ場管理 
 
・平成24年度 水稲作柄現地調査報告書 
 
・平成24年度 水稲府県生産流通調査報告書 
 
・平成24年産米の初検査 
 
・春まき小麦「初冬まき栽培」のポイント 
 
・第33回（平成24年度）北海道麦作共励会の
参加者・集団を募集中 

麦作 

稲作 

検査 

 平成24年度水稲府県生産流通調査研修者一同　福井県農業試験場にて（福井県福井市） 
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JAグループ北海道は一丸となって

農産物検査の信頼性確保に努めています



稲　　作 

水稲収穫後のほ場管理

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 農業研究本部

企画調整部 地域技術グループ主査 笛 木 伸 彦

本年は記録的な豪雪の影響で播種作業等に遅れの生じた地域もあったようですが、その後は回

復し水稲の生育は概ね平年並で推移しています。

冷害を回避するための深水管理や土壌還元対策としての中干しなど、栽培期間におけるほ場管

理が重要なことは言うまでもありませんが、稲わらの搬出、心土破砕やミゾ掘りなどの透排水性

改善対策、あぜの補修など、収穫後のほ場管理は、作業性を改善させるのみならず、収量、品質

を高めるためにも重要です。

１．稲わらの搬出
収穫後の稲わらをほ場に放置したままにし

ておくと、土壌表面からの水分蒸発が抑制さ

れますので、ほ場の乾燥を進めるためにも対

応が必要です。稲わらは C／N比（炭素含

量と窒素含量の比率）が高く、そのまま鋤込

むとワキの原因となるなど初期生育を抑制し、

また、生育後期の窒素供給源となり米のタン

パク質含有率を高めるなど、生育、収量、品

質に悪影響を及ぼします。

そこで、稲わらは搬出し、十分にたい肥化

してからほ場に還元することが望まれます。

水田への稲わらたい肥の施用量は年間１t／

１０a程度とし、施用に伴い化学肥料を減肥し

ます。

作業等の都合からどうしても稲わらを搬出

できない場合は、稲わらの分解を促進させる

ことで悪影響を緩和します。たい肥化の場合

も同様ですが、稲わら等の有機物を分解させ

るには、十分な空気（酸素）と適度な水分、

そして微生物の働きが必要です。ほ場におい

ては、土壌表面に混和することで、分解が促

進されます。プラウで土壌深く鋤込まれた稲

わらや、ほ場表面に放置された稲わらの分解

が進まないのは、それぞれ酸素不足、水分不

足が主な原因です。微生物の働きについてで

すが、土壌には微生物がたくさんいますから、

土壌と混和することで十分な効果が期待でき

ます。

なお、稲わらの野焼きは、交通障害や大気

汚染の原因となるので、絶対に行わないよう

にしましょう。

２．いもち病発生ほ場での稲わ
ら処理
乾燥状態が保たれた稲わらでは、いもち病

菌が翌春まで生存し感染源となります。そこ

で、いもち病が発生したほ場では、未発生ほ

場以上に搬出を励行し、たい肥化して十分に

腐熟させることで、病原菌の死滅を図ります。

また、稲わらロールベールなど乾燥状態が

保たれる可能性がある状態で水田の周辺に放

置することは避けるとともに、保管する場合

には水田や育苗ハウスから離れた場所にする

必要があります。

回収しきれずにほ場表面に残された稲わら

も、天候や土壌条件によっては稲わら内部の

乾燥状態が保たれ、いもち病の感染源となる

可能性があります。稲わら内部まで湿潤状態

が確保されるよう、土壌中に混和します。

３．透排水性の改善
透排水性が良好なほ場では、落水後の土壌

の乾きが早く、収穫後の稲わらの搬出が容易

になるとともに、刈り株など搬出されなかっ

た残さや、土壌表面に混和した稲わらの分解
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が進みます。融雪後には耕起、砕土などの機

械作業が順調に進むだけではなく、土壌窒素

の無機化が進み、水稲の初期生育にも良い影

響が出ます。湛水期には適度な減水深が確保

されるため、地温が上昇する、ワキが軽減さ

れる、ねらった時期に中干しができるなどの

効果が期待できます。

ほ場の透排水性を抜本的に改善するには、

基盤整備工事による暗きょの施工が有効です

が、施工コストや事業化に至る時間を考える

と、生産者が自ら実施可能な透排水性改善対

策の導入も必要です。

既に施工されている暗きょの機能が低下し

ている場合には、暗きょの埋設部分にモミガ

ラなどの疎水材を投入すると排水機能が回復

することがあります。

暗きょの機能を維持、向上させるためには、

心土破砕の施工が効果的です。心土破砕の効

果を高めるには、ほ場が乾いた時に、できる

だけゆっくりと施工することです。土壌水分

が高いときに急いで施工しても、せっかく

作ったミゾはすぐに癒着してしまいます。ま

た、集めた水を排水するために、暗きょと交

わるように施工します。心土破砕と同時に作

溝にモミガラを充填するモミガラ暗きょは排

水改善効果が高く、また長期間にわたって効

果が持続します。

大雨の後や長雨、融雪期に表面滞水が発生

するほ場では、ミゾ掘り（ほ場内作溝明渠）

によって排水します。ただし、ミゾを落水口

につなぐなど、集めた水をほ場外に排出する

工夫を怠ると、十分な効果が得られません。

なお、抜本的な対策としての暗きょ施工で

すが、その効果を十分に発揮させるには、土

壌が過湿状態での施工は避けること、埋め戻

し土はできるだけ乾燥させること、作業機に

よる過剰な踏み固めを回避すること、などの

点に留意する必要があります。

図 収穫後のほ場管理のポイント

写真１ 表面排水はミゾ掘りで
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４．あぜの補修など
冷害を軽減するための基本技術である深水

管理ですが、あぜの高さが不十分、削られて

いて水が漏れる、などの理由から十分な湛水

深を確保できないことがあります。また、施

肥や除草剤施用後にあぜを伝って漏水が起き

ると、効果が劣るのみならず環境汚染につな

がります。畑地と隣り合っている場合には、

漏水によって畑作物に湿害を及ぼす危険もあ

ります。降雪前にあぜの状況を確認し、補修

を行いましょう。

排水溝が土砂や雑草でふさがっていたり、

落水口が田面より高くなっていたりすること

があります。この場合、排水溝の清掃を行い、

落水口を低くして機能を回復させる必要があ

ります。

５．土壌診断
良質米の生産、肥料コストの低減のために

は、土壌診断に基づく施肥対応の活用が有効

です。「北海道施肥ガイド２０１０」では、土壌

の分析値に対応した窒素、リン酸、カリ、苦

土、さらにはケイ酸施肥量が示されています。

水田土壌ではリン酸やカリが蓄積している傾

向にあり、土壌分析値にもよりますが、多く

のほ場ではリン酸で最大５０％程度、カリで最

大３０％程度の減肥が可能です。また、たい肥

等の有機物を施用した場合には、それから供

給される養分を考慮して減肥する必要があり

ます。

土壌診断には時間がかかりますので、降雪

前に土壌を採取し、分析機関に依頼します。

なお、土壌分析値は、変化の大きい無機態窒

素を除けば、通常３～４年程度継続して利用

することが可能ですが、大きな幅の減肥対応

や有機物を多量施用した場合には土壌診断の

頻度を高めます。北海道施肥ガイド２０１０を活

用した施肥設計の詳細は、お近くの農業改良

普及センターなどにお問い合わせ下さい。

写真２ あぜの補修

写真３ 土壌診断を行い施肥設計に活用

しましょう
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稲　　作 

平成２４年度 水稲作柄現地調査報告書

平成２４年９月
社団法人 北海道米麦改良協会

【調査月日】 平成２４年８月２８日�～３０日�
【調 査 先】

◎道南班：当別町・蘭越町・道南農業試験場・北斗市・厚沢部町・今金町・厚真町・

長沼町・中央農業試験場岩見沢試験地

◎道央・道北班：美唄市、奈井江町、新十津川町、深川市、沼田町、小平町、士別市

上川農業試験場、旭川市、東川町、富良野市

（各市町のほ場は、現地奨決ほ場を中心に調査）

【参加人数】 約８０名（部分参加含む）

【総合検討会】平成２４年８月３０日� 空知農業会館 ４階大会議室

標記調査の実施にあたり、道農政部・農業改良普及センター・農業試験場をはじめとする関係

機関の皆様にご協力・ご配慮をいただきましたことを厚く御礼申しあげます。

本調査で得られました各地区の作柄概況や総合検討会で纏められました収穫作業に向けての留

意事項について、下記のとおりご報告いたします。

つきましては、内容をご査収いただき、今後の取り進めにあたっても引き続きご配意いただき

たくよろしくお願いします。

１．各地区における作柄概況に
ついて

【道南地区】
・６月上旬の好天により活着・分げつは順調

で茎数も平年を上回って推移しており、生

育も２日早く進んでいる。（茎数：８／１５

現在 平年比１０３％）

・開花期間は平年より短く揃いも良好であり、

稔実歩合については、冷害危険期・開花期

に低温を受けた影響は見られず、ほぼ平年

並みに確保される見込である。

・１平方�当りの籾数は３３，０００～３５，０００粒程
度と平年より多い傾向である。
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【後志地区】
・活着が順調であったことや初期生育が良好

であったことから、茎数は平年より多く推

移している。（８／１５現在 平年対比１１２％）

・穂揃いは良好で出穂期の地域差も少なく、

登熟期間も比較的日照に恵まれたことから

登熟は順調に進んでいる。

・冷害危険期に低温となった時期があったが、

稔実歩合への影響は限定的と考えられる。

・生育進度は２日遅れであり、成熟期は平年

並みの９／１６頃と見込まれる。

【日胆地区】
・初期生育が良好であったことから、分げつ

始めはやや早く、葉数・茎数はやや多く推

移してきた。

・開花も概ね順調に推移し、穂長・穂数は平

年並みに推移している。

・生育進度は８／１５現在、早１日で推移して

おり、成熟期は９／１７と４日早い見込。

【石狩地区】
・融雪遅れにより、耕起・は種作業は遅れた

が、出芽後の生育は順調に推移し、出穂期

は平年並となっている。（ほ場間差がやや

目立つ）

・茎数は平年よりやや多く推移している。

・遅れ穂も目立ち、穂の揃いにバラツキがあ

る。

・生育進度は２日遅れであるが、９／２０より

前に刈取開始見込である。

【空知地区】
・南部では前歴期間・冷害危険期に気温が大

きく低下した日があったが、葯長調査の結

果、不稔歩合は少ない見込。（不稔歩合は

平年並み～やや少ない見込）

・穂数は平年を１割程度上回り、総籾数も

「平年並み～やや多い」状況にあるが、登

熟期の気温経過から粒の充実について懸念

される。

・生育は８／１５現在、遅１日で推移しており、

成熟期は９／１８～９／２１と推測される。

・中央部では穂数・籾数が平年より多く、不

稔歩合は少ない傾向。（概ね１０％以下の見

込）

・ただし、穂揃いは良くなく、バラツキがあ

る。

・籾数は多い（１平方�当り３５，０００～３６，０００
粒）が、登熟ムラにより歩留まり低下の懸

念がある。（美唄・新十津川）

・収量が見込まれる分、成熟期はそれほど早

くなく、９／１５頃の見込。（美唄・新十津

川）

・北部でも、茎数・総籾数とも平年を上回り、

不稔歩合も平年並みからやや少ない傾向に

あることから、平年を上回る収量が期待で

きるが、登熟ムラ・バラツキの懸念がある。

（冷害危険期に低温を受けた影響は回避さ

れた。）

・成熟期は９／１１～１２頃の見込。

【留萌地区】
・生育進度は平年並みに推移し、茎数は平年

並からやや少ない。

・不稔歩合は３％程度と平年より少なく、籾

数も平年並みの見込であることから、収量

も平年並み程度と見込まれる。

【上川地区】
・北部では冷害危険期に最低気温が１３℃を下

回る日があったが、日照時間が確保された

こともあり、不稔歩合は平年並みかやや上

回る程度におさまる見込である。

・穂数は平年並みで一穂籾数は平年より若干

少ないが、大きな減収にはならない（概ね

平年作確保）見込である。

・中央部では、移植後の高温により初期生育

は良好に推移し、分けつも旺盛で８／１５現

在の穂数は平年値を上回っている。

・冷害危険期に低温となった期間があり、山

間部の一部では２割程度の不稔が発生した
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ものの、中央部では影響が少なく（平年並

みかやや少ない）、１平方�当りの稔実籾
数は３３，０００～３５，０００粒と平年を１割程度上

回っており、良好な作柄が期待できる。

・南部でも移植後の好天により活着および初

期生育は良好であり、穂揃いも良かった。

・穂数は平年並み～やや多いが、一穂籾数は

平年並みか少ないことから、総籾数は平年

をやや下回っている。

・しかしながら、不稔歩合は平年より低く、

倒伏がなければ登熟歩合も良好と見込まれ、

平年以上の作柄が期待できる状況である。

【新たな取組み】
・本年の作柄調査においては、従来の奨決

ほ・農業試験場のほ場の他、昨年度北海道

優良米生産出荷共励会で最優秀賞を受賞し

た千徳氏（奈井江町）のほ場を視察させて

いただきました。

・特別栽培米・高度クリーン米の栽培に取り

組まれている状況や、全量側条施肥を行っ

ている試験ほの様子などを視察させて頂き

ました。

・一般ほについても、側条施肥の実施、中干

しの実施、ケイ酸資材の散布など基本事項

の励行に努められ、良好な生育にあるほ場

を視察させて頂きました。

２．総合検討会における協議事
項について

� 各班の参加者から、概要報告（要旨は

上記のとおり）を頂いたあと、竹内上席普

及指導員（道農政部・上川農試在勤）を座

長とし、本調査のまとめと課題整理を行い

ました。

� 全道的に収量構成要素・生育進度とも

まずまずの状態で推移しており、総籾数や

不稔歩合を勘案すると平年並以上の作柄が

期待できる状況にあるが、８月下旬から高

温傾向が続いていることや登熟期の気温も

前半が低く後半が高いというこれまでに例

の無い気象経過となっていることが品質面

にどのような影響を及ぼすのか予測し難い

面がある。

� また、稈長がやや長めのところもあり、

台風・大雨による倒伏も懸念材料である。

� タンパク質含有率については、登熟が

概ね良好に進んでいること、また、アミロー

ス含有率についても登熟期後半は高温で推
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移していることから、いずれも大幅に高く

なることは考え難い。

� 課題としては、登熟期後半の気温上昇

により、遅れ穂に実が入り、圃場内でのバ

ラツキが発生することにより、収穫適期の

判定が難しい状況になることが想定される

ため、刈り遅れによる品質・歩留まりの低

下にならないよう、例年以上の注意が必要

である。（本会からも配布予定の適期収穫

啓発リーフレットを活用いただくよう案内

した。）

� 干ばつによる品質低下にも注意する必

要があり、道北・道央では適度な降雨によ

り土壌水分が確保されているものの、道南

では降雨が少なくひび割れが発生している

ほ場もあり、必要に応じて「走り水」を行

うことが必要。

	 また、今後も高温が長く続き、登熟期

が早まることが想定されるので、気象条件

の変化にすばやく対処できるよう、収穫や

乾燥調製の機械を早めに準備することや急

な気象変動に備えた対応が必要であると纏

められました。

以上
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稲　　作 

平成２４年８月２２日 福井県坂井農林総合事務所（福井県坂井市）

道総研 農業研究本部 上川農業試験場 研究部 研究主査 楠 目 俊 三

８月２２日午後から最初の研修先として、福

井県坂井農林総合事務所を訪問した。ここで

は福井県内の水稲直播栽培について、その概

要や栽培方法の講習を受けるとともに、猛暑

のなか近隣の直播圃場視察を行った。

福井県では、平成１３年に作成された「２１世

紀福井の食料・農業・農村ビジョン」におい

て水稲直播栽培推進目標を「平成２２年度に

３，５００ha（水稲作付面積のおよそ１割」と定

め、県独自の直播普及事業を推進した。その

結果、目標としていた平成２２年度に直播面積

は３，５１１ha（水稲作付け面積の１３％）となり、

栽培面積では全国１位の直播先進県となって

いる。

直播栽培の導入目的は北海道と同じく省力

化・コスト低減である。特に福井県では集落

営農を進める上で直播栽培は省力化の基盤技

術として重視している。また、直播栽培は北

陸以南の水稲作で大きな問題となっている高

温障害を回避する方策として取り入れている。

なぜなら、出穂の遅れる直播栽培は出穂直後

の高温を避けることが出来るメリットがある。

逆に登熟温度が不足する北海道では想像出来

ない導入目的の一つである。

後段は視察した福井県坂井地区の直播栽培

技術を北海道の直播と比較し、その概要を報

告する。

坂井地区は福井県内で最も直播栽培が導入

された地区であり、県全体の直播面積の４割

を占めている。さらには県内の直播面積が横

ばい傾向のなかで、唯一栽培面積が増加して

いる直播の先進地区である。栽培法は湛水直

播が主であり、最近は V溝方式の乾田直播

も試験的に取り組まれている。また、播種法

はカルパー粉衣種子の点播が大部分であり、

僅かながら無人ヘリによる散播が行われてい

る。

北海道では栽植密度（苗立ち本数）を高く

するため密条播（畝間２０�）が普及している
が、府県では倒伏に強いと言われる点播（３０

�×約１８�）が主流となっている。また、点
播による直播栽培は見た目に移植栽培と変わ

らないことから、農家にも安心感を与えるよ

うである。北海道における点播直播の適応性

が気になる所ではあるが、栽培品種や草型お

よび収量構成要素が北海道と大きく異なるこ

とに留意する必要がある。

播種時期は５月上旬であり、播種量は乾籾

で２．５～３．５�／１０a（品種により異なる）で

あり、これに等量のカルパーを粉衣する。播

平成２４年度 水稲府県生産流通調査報告書

本年度（平成２４年度）の米穀に関する府県調査は、道総研農業研究本部の水稲育種・栽培・品

質研究の担当者を中心に、府県の農業試験場や北海道米の大手実需者を訪問し、府県産地での品

種改良や良質米生産に向けた取り組み、また、北海道米の品質評価や改善課題を把握し、今後の

品種改良・品質向上に資することを目的に実施しました。

平成２４年８月２２日から２４日の３日間で、福井県坂井農林総合事務所、福井県農業試験場、近江

米振興協会、�くらコーポレーション、�神明にて研修・調査致しました。
調査内容について、参加者の代表に執筆頂きましたので、下記のとおりご報告します。
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種後は落水出芽法で管理する。目標苗立ち本

数は８０本／�とされ、その苗立ち率は８０％以
上を超える計算となる。北海道での苗立ち率

が４０％程度であることを考えると驚異的に高

い。その一番の要因は播種時期の気温が高い

ことにある。福井県の播種時期の平均気温は

１５℃を超えており、この気温は北海道での６

月中旬に相当している。

イネは播種後７日程度で出芽揃いとなり、

その前後に再入水が行われ、播種後１０日頃に

一発剤を使用した雑草防除が行われる。その

後に別の一発剤を再度散布する防除体系を

行っている。それでも残草した場合にはクリ

ンチャー１�粒剤などの後期剤を使用するこ
とが推奨されている。直播栽培における雑草

対策は福井県も含め全国的な問題点である。

特に坂井地区のように圃場の直播利用率が高

くなると、雑草の発生量は年々と増大するこ

とから徹底した防除対策が進められている。

ただし、薬剤費と散布労力が移植栽培よりも

倍増することになり、直播栽培をさらに推進

する上での問題点となっている。

栽培品種はコシヒカリが中心であり、イク

ヒカリや早生品種のハナエチゼンが栽培され

ている。収量はコシヒカリで５２０�／１０a前

後であり、移植栽培よりも３０�程度低収のよ
うである。他の品種では移植栽培と同等であ

る。逆に登熟歩合や千粒重および良質粒歩合

は直播栽培の方が高い傾向があり、高温障害

回避の効果が現れているものと考える。その

ため、福井県では移植品種を用いた直播栽培

に栽培面および販売面に大きな問題が無く、

直播用品種の開発は行っていない。

施肥については、これまで移植栽培も含め

分施体系で行ってきたが、近年は労力低減の

狙いもあり緩効性窒素肥料を含む全量基肥型

の施肥体系に変更されつつある。窒素施肥量

は７�／１０a程度と北海道より少ないが、生

育途中で追肥を行う圃場は少ないようである。

北海道でも緩効性窒素肥料が使用されている

が、追肥を必要とする圃場が散見される。そ

の違いは、福井県における播種時期の気温が

高いため落水出芽期間は短期間で済むこと、

透排水性の悪いグライ土が多いことなど栽培

環境として施肥窒素の損失が少ないためと考

えられる。

最後に、福井県と北海道の直播栽培には技

術的な相違を感じる部分は少なく、基本技術

は同じであることを実感した。しかし、気象

条件の違いは水稲直播栽培の明暗を分ける決

定的な条件であることを痛感させられる研修

でもあった。

余談ではあるが、研修終了後に「視察圃場

はどの当たりですか？」と尋ねたところ、

「この建物の周囲の多くが直播圃場です」と

聞かされ研修者全員から“ため息”が溢れた。

なぜなら、地上４階の窓から見える水田の全

てが移植栽培と思っていたからである。実際

に畦から見た直播コシヒカリは移植栽培と変

わらぬ姿であった。説明者からは「こんな状

直播ほ場の生育の様子

直播ほ場視察時の様子
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態の良い圃場ばかりではありませんよ！」と

言われ、ちょっとだけ胸を撫で下ろし、この

研修を終了した。

平成２４年８月２３日 福井県農業試験場（福井県福井市）

道総研 農業研究本部 中央農業試験場 生産研究部 研究主任 木 下 雅 文

ポストコシヒカリ開発部の清水豊弘部長と

企画・指導部の木下慎也企画主査に対応して

頂いた。

「コシヒカリ」を育成した試験場として有

名な福井県農業試験場は、１９００年に発足し、

１９６５年から現在地（福井市寮町）で研究を行っ

ている。研究部は４部からなり、「コシヒカ

リ」に代わる新たな品種育成を行うポストコ

シヒカリ開発部、稲、麦、大豆、そばの栽培

方法についての研究を行う作物部、ミディト

マトの品種やナシなどの研究を行う園芸部、

病害虫および土壌肥料に関する研究を行う生

産環境部がある。研究員は四十数名、現業職

員を含めて７０名弱。さらに、研究成果等の PR

を行う企画・指導部と食品加工研究所（坂井

市）がある。

今回は、ポストコシヒカリ開発部における

新品種の開発についての話を詳しく聞き、試

験圃場を案内して頂いた。福井県の農業は兼

業農家による米作が中心であり、生産された

米の７０％は県外、主に関西方面へ移出される

とのことであった。品種構成は中生の「コシ

ヒカリ」が６０％、「ハナエチゼン」を主とし

た早生が２０％、「あきさかり」などの晩生が

２０％程度である。福井県農試においては今ま

でに、「コシヒカリ」をはじめとして、近年

では「イクヒカリ」、「あきさかり」など、４０

品種を育成してきた。しかし、最近、北海道

の「ゆめぴりか」や山形県の「つや姫」など、

他道県が新たなブランド米を開発し、販売に

力を入れていること、また、今まで開発した

品種が「コシヒカリ」と同等の食味レベルな

がら、知名度がないために市場で低く評価さ

れ、十分に作付けが広まらなかったことから、

「コシヒカリ」に代わる（超える）品種の開

発を目標として、平成２３年度からポストコシ

ヒカリ開発部を設置し、新たな品種育成をス

タートさせた。研究員は８名体制、圃場は約

１ha。目標とする食味としては、コシヒカ

リと異なる、やや粘りが少ないが良食味のも

のをイメージしており、交配母材には食味の

幅の広い様々な材料を利用し、その中から

絞っていく方針である。交配組合せ数は２００

程度。品種育成の方法で北海道方式と異なる

部分は、交配の後、F１世代を当年の冬に温

高温に強い遺伝子の研究ハウス

福井県農業試験場でのほ場視察の様子
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室で養成せず、２年目に圃場で養成すること、

F２から F４世代を２年目の秋から３年目の

秋にかけて温室で３作を行うこと、それ以降

の選抜に年限を１世代（１年）多くかけてい

ることである。世代促進は福井県独自の方法

と思われ、使用している温室を見せていただ

いたが、１組合せあたり１つのバット（おお

よそ０．４�程度か）を使用して採種しており、
採種量が少ない印象であった。選抜法の中で

は、近年府県で広く問題となっている高温に

よる品質低下について、大型の温室を利用し、

高温条件での検定、選抜を行っている点が印

象的であった。選抜は目視による調査を主と

し、高温耐性遺伝子に関するマーカーも開発

中とのことであり、重点的に選抜を行ってい

ることが感じられた。

良食味米以外には、レストランや弁当など

の中食向けとして、越南２４６号が開発されて

おり、晩生が欠点ではあるものの、大粒でア

ミロースが低く多収であることを特徴として、

品種登録が目前の段階である。直播栽培につ

いては、専用品種は想定しておらず、「コシ

ヒカリ」に代わる移植用品種が短稈であれば、

「コシヒカリ」の直播栽培における倒伏など

の問題点は解決されると考えており、その品

種の知名度が上がれば自ずと直播にも利用さ

れると想定しているとのことであった。

「コシヒカリ」の代表的な産地においても、

「コシヒカリ」に代わる品種の開発を積極的

に行っている現状を目の当たりにし、今後、

全国的に今までの「コシヒカリ」に偏った品

種構成に変化が起き、ますますブランド米を

巡る産地間競争が激化することを予感させる

視察となった。

平成２４年８月２３日 近江米振興協会（滋賀県大津市）

道総研 農業研究本部 中央農業試験場 生産研究部 研究職員 其 田 達 也

滋賀県は、以前は県産の「日本晴」が穀物

検定協会の基準米として使われるなど有名な

米の産地であった。しかし、平成１１年以降、

高温登熟による品質低下が問題となり、１等

米比率が全国平均以下となった。このような

状況の中、近江米の振興のために、滋賀県や

JAなどが協力してブランド戦略、環境調和

型農業、米の品質向上対策の推進を行ってい

る。

近江米のブランド戦略は、消費者の基本的

ニーズである「安全・安心・美味しい」に

「他の地域にはない、近江の特徴」を加えて

提供することにある。「近江の特徴」として、

滋賀県育成の「秋の詩」をブランド米として

育成することを狙っている。「秋の詩」は

「粘りが強いがあっさりとしたおいしさ」と

いう食味を持つ品種である。また、管理栄養

士から「おかずを引き立てるご飯」という評

価を得ている。これは、「コシヒカリ」が

「ご飯そのものを味わって食べる」という特

徴に対し、違う特徴を有している。そのため、

「コシヒカリ」では満足できなかった、「お

かず」をメインに考えている消費者のニーズ

を満たすことでブランド育成を図っている。

現在は「秋の詩」でブランド育成を行ってい

るが、今後新品種が育成されたときに、消費

者への調査等を踏まえブランド育成を図って

いく予定である。また、ブランド育成のため

に、消費者や実需者に対する調査の結果を生

産現場に反映させて、消費者のための生産を

目指している。

滋賀県で推進している環境調和型農業は、

滋賀県が設定している「環境こだわり農産物

認証制度」に基づいている。これは環境と調

和の取れた農業生産の確保と、より安全で、

安心な農産物の供給を推進することを目的と
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している。水稲に限らず各作目で農薬、化学

肥料の上限や環境配慮技術の実施などの条件

を満たした農家が県から認証される。水稲に

おける環境配慮技術の例として、水田からの

濁水の流出防止や周辺環境に配慮した農薬の

使用がある。琵琶湖等周辺環境への負荷を低

減することにより、消費者から評価を得て積

極的に滋賀県産の農作物を利用してもらうこ

とを目指している。

米の品質向上は、生産技術と品種開発によ

り対策を行っている。生産技術の面からは、

白未熟粒の発生を防止する対策が行われてい

る。これは、高温登熟により白未熟粒が増加

し、品質が低下するためである。対策の一例

として、疎植・適期植え、出穂前後各３週間

の常時湛水、適期収穫の指導が行われている。

また、品種開発の面からは、高温登熟耐性を

持つ品種の開発を行っている。

以上のように、県や JAなどで構成されて

いる近江米振興協会ではブランド戦略、環境

調和型農業、米の品質向上対策により「近江

米ブランド」の再構築を図っている。

平成２４年８月２４日 �くらコーポレーション（大阪府大阪狭山市）

道総研 農業研究本部 中央農業試験場 作物開発部 研究職員 藤 井 はるか

くらコーポレーションは回転ずし業界年間

売上高第３位の大手企業で、関東および西日

本を中心に「無添くら寿司」を約３００店舗展

開している。

年間米使用量は１万トンほどで、２年程前

からその数割に北海道米「ふっくりんこ」を

使用し、他県産米とブレンドしている。過去

には北海道米の「きらら３９７」や「ななつぼ

し」を使用していたこともあったが、作柄や

価格、販売量などの面から安定供給ができな

く、継続した使用はかなわなかった。

くら寿司の「ふっくりんこ」に対する評価

は「やわらかく、甘み・旨味がある」と良好

で、ブレンド米にしたときにほかの米にも力

を持たせるとのことだった。また、週１回卸

業者と行っている検食会では、「ふっくりん

こ」をブレンドに導入して以降、評価が及第

点以下になることがないとのことだった。ブ

レンドするにあたり品種の選定については、

価格面もさることながら、くら寿司ではブレ

ンドする米の６割を粒感、４割を甘み・旨味

を引き立たせる品種から選んでいるといい、

「ふっくりんこ」は後者とのことだった。

また、柔らかく旨味のある「ふっくりんこ」

をブレンドに導入することにより、寿司が回

転レーンを回ることによっての乾燥や酢の味

が抜けることなどの経時劣化を抑えることが

できるようになったと評価いただいた。

くら寿司では、化学調味料・人工甘味料・

合成着色料人工保存料を一切使わないほか、

一定時間以上レーンの上を回った皿を自動的

に回収する時間制限管理システムや、乾燥や

空気汚染を防ぐ「鮮度くん」を用いて徹底し

た品質管理を行っている。米は精米工場で無

洗米に加工されて週３回店舗毎に配送されて

近江米振興協会での研修の様子
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おり、全国の店舗で統一された細かな調理条

件に沿ってシャリが作られている。精米具合

や米飯の炊きあがりは日々違い、年に何度か

巡り会うという理想的な精米、炊飯米に仕上

がったときは、シャリのおいしさを味わって

もらうべく約１００万人いるメルマガ会員にそ

のことをお知らせすることもあるという。し

かし、その逆で品質が低下することもあり、

特に季節の変わり目に起こることが多いとい

う。米飯の炊きあがりについては、同一ロッ

トでも搗精段階（開始直後・中盤・終盤）で

変わることもあるという。精米工場では炊飯

試験を行いその都度チェックし、炊飯条件設

定等に寄与させる。１回の炊飯量は精米５キ

ロとのことだが加水量は年間通して５００グラ

ムほど変わるとのことで、加水量の加減につ

いても卸売業者と密に打ち合わせをして決定

しているとのことだった。加水量が５００グラ

ム違えば、シャリ玉が２５グラム／個とすると

２０個、１０皿分の差が出る。寿司に占める米飯

のコストは約７割とのことで、コスト面での

米の経済性の重要さを垣間見ることができた。

３．１１以降米の流通は二極化しており価格は

上昇傾向にあるという。実需者は品質・価格

両方の安定を望んでおり、品種開発にあたっ

ては「１０人に対して８０点取れる米」「ブレンド

により１＋１＝３となる米」が業務用米とし

て重要とアドバイスいただいた。

店舗内テーブル毎に掲示されているメ

ニュー表の下段には『くら寿司のシャリは、

すべて和食用に開発された北海道高級ブラン

ド米「ふっくりんこ」をブレンドした国産米

を使用しています』と記載されていた。この

ことがくら寿司の「ふっくりんこ」に対する

質への信頼の表れにも見えた。

平成２４年８月２４日 �神明（兵庫県神戸市）

道総研 農業研究本部 中央農業試験場 生産研究部 主査 尾 崎 洋 人

最初に藤尾相談役（前社長）から挨拶があ

り、米卸という立場での最重要事項は「安定

供給」であることが示された。また、近年、

北海道米の販売が順調な理由は、外観品質だ

けではなく内部成分等の科学的な評価による

ものであり、試験研究・流通・生産者の一体

となった取り組みが実を結んでいるとの評価

であった。

次に仕入担当の藤尾常務から最近の米需給

のバランスが不安定であり全国的に高値で取

引されていることが説明された。平成２２年産

米は東日本大震災の影響で在庫が底をつき、

平成２３年産米は東北の作況指数は１０１であっ

たが、収穫量が前年を下回った事による影響

が大きかったようだ。

北海道米についても品不足で高値が続いて

いるが、品質・食味の向上により消費者は

徐々に理解を示してきている。現在、消費者

は安全・安心で価格的にもリーズナブルなも

のを求めているため、そのニーズに北海道米

は合致している。また、品質的に全国の最高

水準に到達したとまでは言えないが、味と価

店舗視察時の様子
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格のバランスが評価され業務用としての受け

入れが増加傾向にあるとのことであった。

北海道米の問題点として指摘されたことは、

やはり冷害年における食味・タンパク質含有

率の変動の大きさであった。最近では平成２１

年の冷害で北海道米が相当量売れ残り、在庫

の処分に苦労したとのことであったが、タン

パク質含有率が高く、冷飯にした時に硬くな

り、府県産米との差となって現れたと推測さ

れる。この点が北海道米を扱う最大のリスク

と考えられており、業者によっては毎年、北

海道の作柄を確認してから購入を判断すると

いうケースも多いようである。

「ゆめぴりか」の食味は軟らかいご飯を好

む高齢者に特に人気があるが、硬めを好む若

年層からは加水量等についての指摘が数件

あったようで、好みに応じて加水量を変える

必要もありそうである。

牛丼・冷凍ピラフ・回転寿司のような業務

用途では北海道米の使用頻度が依然として高

いものの、最近、北海道米も高値傾向であり、

業者によっては更に価格の安い外国産米を一

部使用し始めているとのことであった。今ま

では低価格の国産米といえば北海道米で、業

務用として確固たる地位を築いていたが、こ

のままの価格が続けば外国産米の需要増加が

予想されるとのことである。神明側からは低

価格帯の米を北海道から供給して欲しいとの

強い要望が出されたが、そのためには品種改

良等によって多収・低コストを実現する必要

があり、まさに現在、道総研で取組中の課題

であり北海道米のシェア維持・拡大のために

は更に力を注がなければならない。

業務用途向けには価格も重要であるが、同

時に品質面も考慮する必要がある。最近は全

国的に「コシヒカリ」系の粘って柔らかい品

種が大半を占めており、「きらら３９７」のよう

なご飯の粒感がしっかりし、硬めの食感を有

する品種が不足しているため、「きらら３９７」

は現在でも一定のニーズがある。「きらら

３９７」は久しく北海道米の代名詞であったこ

とや、今後の作付継続を要望されてはいるも

のの様々な農業特性が不十分であるため、更

に「安定供給」可能な品種を育成し、それに

置き換えてゆくことが必要だと考えられる。

神明での研修の様子
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平成２４年産米の初検査

２４年産の水稲の生育は、大雪の影響により融雪が遅く、一部の地域では春作業の影響を受けま

したが、田植え後は好天に恵まれ全道的に生育進度はほぼ「平年並み」で推移しています。茎数

は平年値を上回り、穂数は平年並みで一穂籾数は少ないものの空知・上川中央部を中心に平年よ

り若干多く総籾数が確保されている傾向にあり、不稔についても一部の地域を除き、平年より少

なく、平年並み以上の作柄が期待できる状況にあります。また、稈長がやや長めのところもあり、

台風、大雨による倒伏が懸念されています。

本年産の収穫作業は、８月３０日芦別市（空知管内）において昨年の２日遅れで稲刈りを開始、

９月３日本年度の初検査が行われました。その全量が１等に格付けされました。

各地区における米穀初検査は下記日程にて実施されており、順次全道各地において豆類などの

農産物検査を実施してまいります。

９月６日 上川地区

９月１２日 後志地区

９月１３日 道南、留萌地区

９月１４日 日胆地区

９月１５日 石狩地区

刈 取 日 ８月３０日�
検 査 日 ９月３日�
検査場所 JAたきかわ 芦別検査場

銘 柄 「ななつぼし」

等 級 １等

数 量 ５７袋／３０kg

水 分 １５％

芦別検査場 検査風景
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麦　　作 

春まき小麦「初冬まき栽培」のポイント

北海道農政部食の安全推進局 技術普及課 主査 松 井 克 行

「初冬まき栽培」は、春まき小麦に適用される技術ですが、春まき栽培と異なり雪解けと同時

に生育が始まるため生育期間を確保でき、収量の安定化や赤かび病の被害低減につながる技術で

す。また、作業競合の分散や輪作体系を考える際に導入しやすい栽培方法です。ただし、この栽

培方法は石狩、空知、上川等の多雪地帯で適応可能であり、積雪が少なく土壌凍結する地域では

適応できません。ここでは栽培のポイントについて述べます。

１ ほ場の準備
� ほ場の選定と排水対策
融雪時に滞水するほ場では、越冬個体率が

著しく劣るため、ほ場の選定と排水対策が重

要となります。そのためには、�排水の悪い
ほ場を避ける。�サブソイラなどによる心土
破砕等により透排水性を改善する（図１）。

�簡易明渠の整備を行い、表面滞水を防止す
る。などの対策が必要となります。

また、初冬まき栽培では、は種時の土壌処

理除草剤が使用出来ないので、ほ場の選定に

あたっては「スズメノカタビラ」等イネ科雑

草の少ないほ場を選定します。

� 耕起・砕土
耕起は土壌の練り返しを避けるため、前作

の収穫が終了後なるべく早くほ場条件の良い

時に行い、粗めに砕土（赤ちゃんの拳大が目

安）・整地をします。練り返しや細かすぎる

整地により、越冬後に土壌が凍結すると、そ

の後の生育が劣るので、散播の場合には特に

粗い整地とします。

２ は 種
� 種子の準備
初冬まき栽培に用いる種子は消毒されてい

ないことが多いので、必ず種子消毒（紅色雪

腐病に効果のある剤を選択）を実施します。

種子消毒をしないと、越冬率が著しく劣る場

合があります。

� は種時期
春まき小麦は、「秋まき小麦」と異なり、

根雪前に出芽すると越冬性が不安定になりま

す（図２）。は種後、積算気温が１１５℃に達す

ると出芽するので、地区の平年根雪始の２０日

前から根雪までが出芽しないは種時期となり

ます。ただし、平年の根雪始が１２月１日以降

の地区は、１１月１１日以降から根雪始までです。

� は種方法
は種方法は、グレンドリル等による条播

（図３）と、ミスト機やチゼルプラウシーダ

等による散播に大別されます。

� は種量
一般的に越冬個体率は、条播で５０～７０％程

度、散播で４０～５０％程度と言われています。

越冬後の個体数が１５０個体／�以下では、
収量が低下する傾向が見られ、２００～２５０個体

／�で収量が安定する傾向が見られます。３００
個体以上では、過繁茂になりやすく、必ずし図１ サブソイラの施工
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も増収にはなりません（図４）。

このため、越冬個体数は２００～２５０個体／�
程度を目標とします。は種量は、条播で４００

粒／�程度、散播で５００粒／�程度必要にな
ります。

３ 施 肥
基肥窒素は不要です。窒素は融雪直後ほ場

に入れるようになったら速やかに施用します。

リン酸とカリは基肥または融雪直後に標準量

を施用します。

初冬まき栽培は、春まき栽培よりも概して

収量は増加し子実タンパク含量は低くなる傾

向があります。このため、子実タンパク含量

を高めるために後期追肥を実施します（表２）。

特に「はるきらり」の初冬まき栽培では、

表１ 初冬まき栽培におけるは種方法

は種法 作 業 機 長 所 短 所

条播 グレンドリル
・覆土が可能
・は種ムラが少ない

・土壌条件が悪いと困難
・作業時間が長い

散播
チゼルプラウシーダー
ブロードキャスタ
ミスト機

・作業が迅速・容易
・は種ムラが生じやすい
・出芽ムラが生じやすい
・は種量を多く要する

図２ 越冬前の出芽状況と越冬個体率（空知農改 H１９）

図３ グレンドリルは
�

種
�

図４ 越冬個体数と収量の関係
（空知農改 H２０，２１）
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「ハルユタカ」の標準施肥量では子実タンパ

ク含量が基準値を下回る可能性があるので、

開花期以降３～４回の尿素葉面散布を行う必

要があります（表３）。

上川北部および留萌地域では、地力の高低

を考慮した「道北地域における「春よ恋」初

冬まき栽培の窒素施肥基準」（表４）を参考に

施肥を行います。

表３ 「はるきらり」の施肥体系

融 雪 期 止 葉 期 開花期以降 備 考

初冬まき
栽培

１０	N／１０a ６	N／１０a
３～４	N／１０a

（葉面散布３～４回）
開花期以降、春まき栽培に準じて
尿素葉面散布を行う。

※リン酸、カリ：基肥または融雪直後に春まき栽培の標準量を施用する。
※平成２０年普及推進事項

表２ 「ハルユタカ」および「春よ恋」の基本的な窒素の施肥方法

品 種 窒 素 備 考

ハルユタカ

●融雪直後に９～１０	N／１０a程度を施
用、止葉期に６	／１０aを上限に追肥す
る。

・融雪後の追肥は、生育量確保のため、ほ
場には入れるようになったらなるべく速
やかに施用する。

・後期追肥により子実の蛋白含有率は春ま
き栽培並みとなる。

・倒伏が懸念される場合、融雪直後の窒素
量を減らしたり、止葉期の追肥を出穂期
まで遅らせる。

・春まき栽培の「春よ恋」の土壌型区分別
の窒素施用量は、それぞれ洪積土・火山
性土が９、沖積土が６、泥炭土が３	N
／１０aであり、前作や土壌の肥沃度によ
り２～３	N／１０a増減する。

春よ恋

●融雪直後に春まき栽培の標準量より３
	N／１０a少ない量を施肥し、開花期以
降に尿素葉面散布（２％尿素１００
／１０
aを１週間おきに３回、窒素量で３	N
／１０a）、または出穂期に３	N／１０aの
追肥を行う。なお、泥炭土では分施を行
わず、春まき栽培の標準量を融雪直後に
全量施用する。

※リン酸、カリ：基肥または融雪直後に春まき栽培の標準量を施用する。
※平成７年、平成１７年指導参考事項

表４ 道北における初冬まき栽培（「春よ恋」）の窒素施肥基準１）

項 目
地 力 区 分

低（L） 中（M） 高（H）

熱抽窒素（�／１００g）
腐植含量（％）

～５ ～１０ １０～

窒素施肥量
（	／１０a）

融雪期２） １２ ９ ４

穂揃期３） ３ ３ ３

目標子実収量（粗麦）
目標タンパク含有率

４８０	／１０a
１１．５～１４．０％

注１）土壌診断基準を満たし、心土破砕などの基本技術を実施し、土壌の物理性や化学
性が良好なほ場を対象とする。

注２）倒伏の可能性があるほ場（「稈長９０�以上」または、「稈長８０�以上かつ穂数７００本
以上」）では減肥する。

注３）３	／１０aを上限とし、タンパク含有率の過年度実績により減肥する（窒素１	
当たりタンパク含有率０．２％を目安）

※平成２２年度普及推進事項
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麦　　作 

※第３２回（平成２３年度）北海道麦作共励会で最優秀賞に輝いた方々

『表彰式会場にて（平成２４年３月２日�ホテルモントレエーデルホフ札幌）』

◎ 加藤さんご夫妻（小清水町） 第１部 畑地における秋播小麦＜個人＞

◎ 水沢平誠会（美瑛町） 第１部 畑地における秋播小麦＜集団＞

左：渡辺副会長 右：矢野会長

※参加申込期日は、１０月末です。

詳細は、各地区の米麦改良協会へお問い合わせ願います。

☆推薦調書用紙（Word形式）は、ホームページからダウンロードできます。

http : //www.beibaku.net/

第３３回（平成２４年度）北海道麦作共励会の

参加者・集団を募集中
～全道の各地から優秀な事例を募集しています。

たくさんのご参加をお願いいたします。～
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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

・水稲収穫後のほ場管理 
 
・平成24年度 水稲作柄現地調査報告書 
 
・平成24年度 水稲府県生産流通調査報告書 
 
・平成24年産米の初検査 
 
・春まき小麦「初冬まき栽培」のポイント 
 
・第33回（平成24年度）北海道麦作共励会の
参加者・集団を募集中 

麦作 

稲作 

検査 

 平成24年度水稲府県生産流通調査研修者一同　福井県農業試験場にて（福井県福井市） 


